
統計事業への貢献により当市の
統計調査員が表彰されました　

　11月８日に当市で開催された第58回青森県統計大会
において統計事業への貢献に対し表彰された統計調査
員が11月21日、市長を訪問し表彰の報告をしました。
今年度表彰された方は次のとおりです。
総務大臣表彰　　　　　　木村　　治子 さん
青森県知事表彰　　　　　髙橋　　ちい さん
青森県統計協会会長表彰　三上　しげ子 さん
　　　　　　　　　　　　上見　惠美子 さん
　　　　　　　　　　　　乗田　　明子 さん
　　　　　　　　　　　　田中　　隆二 さん
　統計調査員は総務省等から任命され、調査対象の
方々を訪問し、調査票の記入依頼・回収・点検などを
行っています。調査結果は、行政をはじめ様々なとこ
ろで広く利用されています。今後も統計調査員がお伺
いした際は、ご協力をお願いします。

　10月26日、株式会社イトーヨー
カ堂と青森県が主催する青森県フ
ェアに参加しました。
　このフェアは、安全・安心で優
れた農林水産物とその加工品等の
情報発信、あおもり産品の消費拡
大を目的に、情報交換会とＰＲセ
レモニーを行うもので、アリオ葛
西店（東京都）、アリオ柏店（千
葉県）において、ごしょつがる農
業協同組合、十三漁業協同組合と
共に五所川原産のりんご、十三湖
産のしじみをＰＲしました。
　また、アリオ葛西店では、小型
の立佞武多を展示し五所川原立佞
武多を紹介したほか、五所川原農
林高等学校の生徒さんが自分たち
で作ったジュース、ジャムを販売
するのをお手伝いしました。
　りんごは、甘みの強いトキを用
意したところ、試食したお客さん
からは「すごく甘くて、シャキシ
ャキして美味しい」とたいへん好
評でした。

　11月６日、「人づくりと地域社
会」をテーマにした公開講座「青
森中央学院大学による市町村長リ
レートーク」が開催され、私が講
師を務めました。
　「次世代へと引き継ぐ協働によ
るまちづくり」と題して、青森中
央学院大学の学生をはじめ、お集
まりいただいた多くの皆さんに、
当市の市民協働による取組事例を
まじえながら、お話ししました。
　加速する人口減少、少子高齢化
や厳しい財政状況の中、将来にわ
たって持続可能な地域づくりを進
めるためには、地域が一体となっ
た協働による取り組みが不可欠で
す。市民の皆さんとの信頼関係を
構築し、協働による取り組みを進
めながら、次世代への礎を築いて
いきたいと思っています。

　当市では、来年１月に初となる
海外での物産展を台湾台北市にて
開催することとしています。この
物産展を皮切りに、地域特産品の
販路拡大とインバウンド誘客を図
るため、東アジアの中でも、当市
とは昔から縁が深い台湾に向け、
当市の魅力を広く紹介していきた
いと考えています。
　そこで、この取り組みを官民一
体となって推進し、もって当市と
台湾との交流促進、相互の文化の
理解と経済発展に資することを目
的に、11月13日、五所川原市台湾
交流協会を設立しました。
　今後、会長に就任した山崎五
所川原商工会議所会頭を中心に、
様々な事業が展開されますので、
私も積極的に参加し、地域のより
一層の活性化につなげてまいりま
す。
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　11月13日に五所川原市台湾交流協会が設立され、新年１月に台北
市の大葉高島屋にて開催する「青森県まるごと五所川原フェア」に向け、
鋭意準備を進めています。りんごを始めとする特産品の販売や小型立佞
武多の展示など、見た目にも味にもこだわった内容となっています。私
もトップセールスを行い、しっかりと五所川原をＰＲしてまいります。
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